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前
二
項
の
規
定
に
よ
る
損
失
の
補
償
に
つ
い
て
は
、
損
失
を
与
え
た
者
と
損
失
を
受
け
た
者
と
が
協
議
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
が
成
立
し
な
い
と
き
は
、
損
失
を
与
え
た
者
又
は
損
失
を
受
け
た
者
は
、
政
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
収
用
委
員
会
に
土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
九
十
四
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
裁
決
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
資
料
の
提
出
そ
の
他
の
協
力
）

第
三
十
五
条

復
興
計
画
を
作
成
若
し
く
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
特
定
被
災
市
町
村
等
又
は
実
施
主
体
（
国
、
都
道
府

県
又
は
市
町
村
に
限
る
。）は
、
復
興
計
画
の
作
成
若
し
く
は
変
更
又
は
復
興
整
備
事
業
の
実
施
の
準
備
若
し
く
は
実

施
（
以
下
「
復
興
計
画
の
作
成
等
」
と
い
う
。）の
た
め
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
、
関

係
地
方
公
共
団
体
の
長
又
は
関
係
の
あ
る
公
私
の
団
体
に
対
し
、
資
料
の
提
出
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
不
動
産
登
記
法
の
特
例
）

第
三
十
六
条

第
十
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
復
興
計
画
に
記
載
さ
れ
た
復
興
整
備
事
業
（
土
地
収
用
法

第
二
十
六
条
第
一
項
、
公
共
用
地
の
取
得
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
五
十
号
）
第
十
条
第

一
項
又
は
都
市
計
画
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
事
業
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
単

に
「
復
興
整
備
事
業
」
と
い
う
。）の
実
施
主
体
は
、
不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
三

十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
法
第
百
二
十
五
条
に
規
定
す
る
筆
界
特
定
登
記
官
に
対
し
、
一
筆
の
土

地
（
復
興
整
備
事
業
の
実
施
区
域
と
し
て
定
め
ら
れ
た
土
地
の
区
域
内
に
そ
の
全
部
又
は
一
部
が
所
在
す
る
土
地
に

限
る
。）と
こ
れ
に
隣
接
す
る
他
の
土
地
と
の
筆
界
（
同
法
第
百
二
十
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
筆
界
を
い
う
。）に
つ

い
て
、
同
法
第
百
二
十
三
条
第
二
号
に
規
定
す
る
筆
界
特
定
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
申
請
は
、
対
象
土
地
（
不
動
産
登
記
法
第
百
二
十
三
条
第
三
号
に
規
定
す
る
対
象
土
地
を
い
う
。）の
所
有

権
登
記
名
義
人
等
（
同
条
第
五
号
に
規
定
す
る
所
有
権
登
記
名
義
人
等
を
い
う
。）の
承
諾
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、当
該
所
有
権
登
記
名
義
人
等
の
う
ち
に
そ
の
所
在
が
判
明
し
な
い
者
が
あ
る
場
合
は
、

そ
の
者
の
承
諾
を
得
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
の
特
例
）

第
三
十
七
条

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
は
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
号
）

第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
委
託
に
基
づ
き
、
同
条
第
三
項
各
号
の
業
務
（
第
十
条
第
六
項
の
規

定
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
復
興
計
画
に
記
載
さ
れ
た
復
興
整
備
事
業
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
特
例
）

第
三
十
八
条

特
定
被
災
市
町
村
は
、
農
用
地
等
（
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
第
三
条
に
規
定
す
る
農
用

地
等
を
い
う
。）以
外
の
用
途
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
農
用
地
区
域
内
の
土
地
を
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る

た
め
に
行
う
農
用
地
区
域
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
変
更
に
係
る
土
地
が
復
興
計
画
に
記
載

さ
れ
た
第
十
条
第
二
項
第
四
号
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
事
業
の
施
行
さ
れ
た
区
域
内
に
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
十
三
条

第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
ほ
か
、
当
該
土
地
に
係
る
当
該
復
興
計
画
の
期
間
が
満
了
し
た
土
地
で
あ
る

場
合
に
限
り
、
当
該
変
更
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
款

雑
則

（
監
視
区
域
の
指
定
）

第
三
十
九
条

特
定
被
災
都
道
府
県
知
事
又
は
特
定
被
災
市
町
村
で
あ
る
指
定
都
市
の
長
は
、
計
画
区
域
う
ち
、
地
価

が
急
激
に
上
昇
し
、
又
は
上
昇
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
の
確
保
が
困

難
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
区
域
を
国
土
利
用
計
画
法
第
二
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
監
視

区
域
と
し
て
指
定
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
権
限
の
委
任
）

第
四
十
条

こ
の
節
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
又
は
環
境
大
臣
の
権
限
は
、
政

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
方
支
分
部
局
の
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
節

都
市
計
画
の
特
例

（
一
団
地
の
復
興
拠
点
市
街
地
形
成
施
設
に
関
す
る
都
市
計
画
）

第
四
十
一
条

次
に
掲
げ
る
条
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
特
定
大
規
模
災
害
を
受
け
た
区
域（
当
該
区
域
に
隣
接
し
、

又
は
近
接
す
る
区
域
を
含
む
。）で
あ
っ
て
、
円
滑
か
つ
迅
速
な
復
興
を
図
る
た
め
に
当
該
区
域
内
の
地
域
住
民
の
生

活
及
び
地
域
経
済
の
再
建
の
た
め
の
拠
点
と
な
る
市
街
地
を
形
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
都
市
計
画
に
一
団
地
の
復
興
拠
点
市
街
地
形
成
施
設
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

円
滑
か
つ
迅
速
な
復
興
を
図
る
た
め
に
当
該
区
域
内
の
地
域
住
民
の
生
活
及
び
地
域
経
済
の
再
建
の
た
め
の
拠

点
と
し
て
一
体
的
に
整
備
さ
れ
る
自
然
的
経
済
的
社
会
的
条
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

二

当
該
区
域
内
の
土
地
の
大
部
分
が
建
築
物
（
特
定
大
規
模
災
害
に
よ
り
損
傷
し
た
建
築
物
を
除
く
。）の
敷
地
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

２

一
団
地
の
復
興
拠
点
市
街
地
形
成
施
設
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と

す
る
。

一

住
宅
施
設
、
特
定
業
務
施
設
又
は
公
益
的
施
設
及
び
特
定
公
共
施
設
の
位
置
及
び
規
模

二

建
築
物
の
高
さ
の
最
高
限
度
若
し
く
は
最
低
限
度
、
建
築
物
の
延
べ
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
の
最
高

限
度
若
し
く
は
最
低
限
度
又
は
建
築
物
の
建
築
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
の
最
高
限
度

３

一
団
地
の
復
興
拠
点
市
街
地
形
成
施
設
に
関
す
る
都
市
計
画
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
定
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一

前
項
第
一
号
に
規
定
す
る
施
設
は
、
当
該
区
域
内
の
地
域
住
民
の
生
活
及
び
地
域
経
済
の
再
建
の
た
め
の
拠
点

と
し
て
の
機
能
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
位
置
に
適
切
な
規
模
で
配
置
す
る
こ
と
。

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
は
、
再
度
災
害
を
防
止
し
、
又
は
軽
減
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
定
め
る
こ

と
。

（
都
市
計
画
法
の
特
例
）

第
四
十
二
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
特
定
大
規
模
災
害
等
を
受
け
た
都
道
府
県
（
以
下
「
被
災
都
道
府
県
」
と
い
う
。）

の
知
事
か
ら
要
請
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
被
災
都
道
府
県
に
お
け
る
都
市
計
画
に
係
る
事
務
の
実
施
体
制
そ
の
他
の

地
域
の
実
情
を
勘
案
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
事
務
の
遂
行
に
支
障
の
な
い
範
囲
内
で
、
当
該
被

災
都
道
府
県
に
代
わ
っ
て
自
ら
当
該
被
災
都
道
府
県
の
区
域
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
復
興
を
図
る
た
め
に
必
要
な
都
市

計
画
の
決
定
又
は
変
更
の
た
め
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

特
定
大
規
模
災
害
等
を
受
け
た
市
町
村
（
以
下
「
被
災
市
町
村
」
と
い
う
。）を
包
括
す
る
都
道
府
県
は
、
当
該
被

災
市
町
村
の
長
か
ら
要
請
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
被
災
市
町
村
に
お
け
る
都
市
計
画
に
係
る
事
務
の
実
施
体
制
そ
の

他
の
地
域
の
実
情
を
勘
案
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
事
務
の
遂
行
に
支
障
の
な
い
範
囲
内
で
、
当

該
被
災
市
町
村
に
代
わ
っ
て
自
ら
次
に
掲
げ
る
都
市
計
画
の
決
定
又
は
変
更
の
た
め
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で

き
る
。

一

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
一
団
地
の
復
興
拠
点
市
街
地
形
成
施
設
に
関
す
る
都
市
計
画

二

被
災
市
街
地
復
興
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
十
四
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
被
災
市
街
地
復

興
推
進
地
域
に
関
す
る
都
市
計
画

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
被
災
市
町
村
の
区
域
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
復
興
を
図
る
た
め
に
必
要
な

都
市
計
画

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
要
請
を
受
け
た
都
道
府
県
の
知
事
か
ら
同
項
の
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
旨
の
申
出
が
あ
り
、
か
つ
、
同
項
の
都
道
府
県
に
お
け
る
都
市
計
画
に
係
る
事
務
の
実
施
体
制
そ
の
他
の
地
域

の
実
情
を
勘
案
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
事
務
の
遂
行
に
支
障
の
な
い
範
囲
内
で
、
同
項
の
被
災

市
町
村
に
代
わ
っ
て
自
ら
当
該
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
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